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は
じ
め
に

第
81
回
全
国
保
健
所
長
会
総
会
は
、

令
和
6
年
10
月
28
日（
月
）に
札
幌
市
の

北
海
道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
で
る

２
・
７
に
お
い
て
、
２
２
３
名
が
参
集

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
少
し

だ
け
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
例
年
よ
り

暖
か
く
紅
葉
が
美
し
い
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

総
会
の
概
要

中
根
貴
弥
総
務
担
当
副
常
務
理
事

（
山
梨
県
富
士
・
東
部
保
健
所
長
）の
総

合
司
会
の
下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

藤
田
利
枝
会
長
（
久
留
米
市
保
健
所

長
）の
あ
い
さ
つ
で
は
、
日
頃
の
保
健

所
業
務
や
本
会
活
動
へ
の
協
力
に
感
謝

し
て
い
る
こ
と
、
よ
り
多
く
の
多
彩
な

人
材
に
参
加
し
て
も
ら
う
方
針
で
あ
る

こ
と
、
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
と
す

る
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
活
動
へ
の
ね
ぎ
ら
い
と

い
っ
そ
う
の
発
展
を
願
う
こ
と
、
総
会

が
交
流
と
共
に
学
ぶ
場
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

第
70
回
全
国
保
健
所
長
会
長
表
彰
で

は
、
全
国
か
ら
52
名
の
功
労
者
が
表
彰

さ
れ
、
会
長
か
ら
長
年
の
公
衆
衛
生
行

政
へ
の
貢
献
に
感
謝
と
敬
意
の
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

来
賓
の
厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛

生
局
長（
松
岡
輝
昌
健
康
課
長
）、
北
海

道
知
事
（
濱
坂
真
一
北
海
道
副
知
事
）、

松
家
治
道
北
海
道
医
師
会
長
か
ら
、
日

頃
の
保
健
所
業
務
へ
の
ね
ぎ
ら
い
や
、

本
会
へ
の
期
待
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。総

会
議
事
の
議
長
は
、
山
本
長
史
副

会
長
（
北
海
道
江
別
保
健
所
長
兼
千
歳

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
規
名
誉
会
員
に
は
、
内
田
勝
彦
先

生
（
大
分
県
）、
岩
間
真
人
先
生
（
静
岡

県
）が
推
戴
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
結
び
に
当
た
り
、
木
曽
啓
介

石
川
県
保
健
所
長
会
会
長
（
石
川
中
央

保
健
所
長
）か
ら
能
登
半
島
地
震
に
お

け
る
本
会
会
員
の
支
援
に
つ
い
て
、
改

め
て
お
礼
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

講
演松

岡
輝
昌
厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活

衛
生
局
健
康
課
長
か
ら
、「
わ
が
国
の
保

健
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
」と
題
し
、

健
康
日
本
21（
第
三
次
）の
新
た
な
視
点

や
目
標
、
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
先
遣
隊

等
、
今
後
の
災
害
派
遣
体
制
に
つ
い
て

も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
究
事
業
報
告

研
究
事
業
報
告
で
は
、
松
谷
有
希
雄

顧
問（
日
本
公
衆
衛
生
協
会
理
事
長
）の

あ
い
さ
つ
の
後
、
学
術
担
当
の
劔
陽
子

理
事
と
矢
沢
和
人
理
事
（
群
馬
県
太
田

保
健
所
長
兼
藤
岡
保
健
所
長
）を
座
長

と
し
て
進
行
し
ま
し
た
。

「
災
害
時
健
康
危
機
管
理
活
動
の
支

行
い
ま
し
た
。

会
員
協
議

「『
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
役
割
と
今
後
の
展

望
』～
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
Ｄ
Ｈ

Ｅ
Ａ
Ｔ
活
動
を
振
り
返
り　

今
後
の
展

望
を
協
議
す
る
～
」の
テ
ー
マ
で
、
入

江
ふ
じ
こ
健
康
危
機
管
理
に
関
す
る
委

員
会
委
員
長
と
山
本
長
史
副
会
長
を
座

長
と
し
て
進
行
し
ま
し
た
。

初
め
て
本
格
的
に
全
国
の
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｔ
が
組
織
的
に
活
動
し
た
今
回
の
対
応

に
つ
い
て
、
各
現
場
か
ら
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
報
告
と
課
題
や
提
言
を
頂
き
、
フ

ロ
ア
を
含
ん
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

講
演
１
は
「
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
市

町
支
援
に
関
す
る
課
題
と
今
後
の
展

望
」と
題
し
、
服
部
希
世
子
氏（
熊
本
県

有
明
保
健
所
兼
山
鹿
保
健
所
長
）が
熊

本
県
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
活
動
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
特
に
第
１
班
の
活
動
を
中
心

に
、
輪
島
市
保
健
医
療
調
整
本
部
の
立

ち
上
げ
か
ら
各
種
調
整
業
務
を
振
り
返

り
、
広
域
支
援
体
制
の
強
化
、
人
材
育

成
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
や

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
、
全
国

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
提
言
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
２
は
「
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
本

庁
支
援
に
関
す
る
課
題
と
今
後
の
展

望
」と
題
し
、
石
井
安
彦
氏（
北
海
道
釧

路
保
健
所
長
）が
、
石
川
県
庁
の
保
健

医
療
調
整
本
部
で
活
動
し
た
北
海
道
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
主
に

保
健
医
療
福
祉
調
整
本
部
の
運
営
支

援
、
情
報
収
集
と
整
理
、
活
動
方
針
決

定
・
体
制
移
行
の
支
援
を
行
い
、
長
期

に
わ
た
る
活
動
か
ら
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の

ス
キ
ル
向
上
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔
軟

な
対
応
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
医
療
チ
ー

ム
等
と
の
連
携
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
３
は
「
被
災
保
健
所
に
お
け
る

Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
受
援
に
関
す
る
課
題
と
今

後
の
展
望
」と
題
し
、
後
藤
善
則
氏（
石

川
県
能
登
北
部
保
健
所
長
）が
被
災
地

で
受
援
さ
れ
た
立
場
で
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
９
月
21
日
の
豪
雨
災
害
で
再
び
大

き
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
こ
と
な
ど
、
現

地
の
今
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
被

災
地
の
規
模
や
災
害
の
フ
ェ
ー
ズ
に
よ

り
柔
軟
な
形
の
チ
ー
ム
構
成
、
福
祉
の

調
整
機
能
、長
期
的
な
派
遣
体
制
、ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
派
遣
、
災
害
種
別

の
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
等
を
提

言
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
４
は
「
広
域
災
害
対
応
に
お
け

る
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
事
務
局
の
役
割
」と
題

し
、
高
岡
誠
子
氏
（
日
本
公
衆
衛
生
協

会
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
事
務
局
）が
、
発
災
か

ら
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
派
遣
調
整
の
実
際
や
、

現
地
で
の
活
動
、
関
係
者
へ
の
情
報
発

信
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
と
課
題
を

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
厚
生
労
働

省
や
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
協
議
会
等
と
検
討
す

べ
き
課
題
に
つ
い
て
提
示
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
も
現
地
活
動
や
提
言
に

つ
い
て
活
発
な
発
言
が
あ
り
、
実
り
多

い
会
と
な
り
ま
し
た
。一
日
の
結
び
は
、

白
井
千
香
副
会
長（
枚
方
市
保
健
所
長
）

が
総
括
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
全
国
衛
生
部
長
会
、
地
方

衛
生
研
究
所
全
国
協
議
会
と
合
同
の
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
総

会
の
成
果
を
持
ち
寄
っ
て
、
楽
し
く
有

意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
を

準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
北
海
道
保
健
所

長
会
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
い
た
し

ま
す
（
講
演
や
研
究
事
業
報
告
、
会
員

協
議
の
資
料
は
、
全
国
保
健
所
長
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

全
国
保
健
所
長
会
総
会
報
告

全
国
保
健
所
長
会
副
会
長
／
静
岡
県
西
部
保
健
所
長
　
木
村 

雅
芳

援
・
受
援
体
制
整
備
と
実
践
者
養
成
事

業
」の
西
田
敏
秀
班
長（
宮
崎
県
延
岡
保

健
所
長
）は
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
研
修
開
催

方
法
を
工
夫
し
、
令
和
6
年
度
は
す
べ

て
の
都
道
府
県
が
参
加
し
、
獲
得
目
標

に
向
け
て
高
い
成
果
が
上
が
っ
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

「
院
内
感
染
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

保
健
所
の
連
携
推
進
事
業
」の
豊
田
誠

班
長（
高
知
市
保
健
所
長
）は
、
保
健
所

と
地
域
の
感
染
症
専
門
家
の
連
携
が
深

ま
り
、
地
域
の
感
染
症
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
多
く
の
保
健
所
が
参
加
し
て

い
る
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｒ
セ
ミ

ナ
ー
の
実
績
と
効
果
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
班
は
、
紙
上
発
表
を

保
健
所
長
）が
務
め
ま
し
た
。
報
告
事

項
で
は
、
表
の
方
々
が
所
掌
事
務
や
事

業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

議
案
は
、
令
和
5
年
度
事
業
・
決
算

報
告
、
令
和
6
年
度
補
正
予
算
、
令
和

7
年
度
事
業
計
画
・
予
算
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も
今
年
度

と
同
様
の
活
動
を
継
続
し
、
7
年
10
月

28
日（
火
）に
静
岡
市
で
総
会
が
開
催
さ

会員協議の様子

表　報告した方々

●桑島昭文総務担当常務理事（さいたま市
保健所長）●堀切将渉外担当常務理事（福
島県県中保健所長）●劔陽子学術担当常務
理事（熊本県阿蘇保健所長）●柴田敏之研
修担当常務理事（大阪府泉佐野保健所長）
●柳樂真佐実広報担当常務理事（島根県雲
南保健所長）●福永一郎地域保健の充実強
化委員会委員長（高知県須崎保健所長）●
入江ふじこ健康危機管理に関する委員会
委員長（茨城県土浦保健所長）●横山勝教
公衆衛生医師の確保と育成に関する委員
会委員長（香川県中讃保健所長）

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り


